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　　　　　　　　　　　イスパニアに於ける俗語ラテン語の音韻変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　　田　　秀　　太　　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cambio　fon6tico　del　latin　vulgar

En　el　cαso　det　espα元oI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YOSMI）A　Hidetaro

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PRoLoG◎

　　　　La　conquista　de　la　peninsula　lb6rica　por　e正　Imperio　Romano　ba　dejado，　no

so玉amente　en　su　6poca　mas　60reciente，　sino　tambien　a6n　despues　de　su　decadencia，

un　tesoro　cultural　inborrable　que，　a　pesar　de　las　invasiones　de　los　germanos“bar－

baros”y　de　la　larga　ocupaci6n　de　los益rabes，　no　dej6　de　ser　un　sost6n　tanto　mate－

ria王como　espiritual　a　los　pueb］os　de　es亡a　Peninsula　los　regimenes　de　legislaci6n　y

Ia　cultura　del　crist1anismo．　Y　no　serfa　demasiado　decir　que　una　de　las　fuerzas　que

contribuyeron　a　la　formaci6n　de　una　cu狂ura　tal　fuera　la　de　la　un三五caci（5n　del　i（滋01na．

Es　por　eso　que　la正engua　iatina　que　tiene　una　maravillosa　tradici6n　cultura1　vive

todavia，　aunque　en　forma　bastante　diferida，　no　s610　en　Espa6a，　sino　tambi6n　en

lberoam6rica　aparte　de　los　idiomas　italiano，　franc6s，　portuguf≦s　y　otros．　De　aquf　que

creo　es　de　gran　utllidad　y　casi　imprescindible，　para　quienes　estudiamos　el　espaffo1，

la　lengua　latina　y　de　este　modo　conocer　su　origen　y　su　evoluci6n，　es　decir　el　proceso

de　su　formaci6n：

　　　Aqui，　sin　embargo，　es　de　notar　que　el　espafiol　actual，　objeto　de　nuestros　estudios，

no　se　ha　derivado　en　su　comienzo，　como　en　otras　lenguas　romances，　directamente

de　la　lengua　literaria　slno　de　la　lengua　h加1ada　entre　los　militares，　comerciantes，

etc．，　y　que　las　diferencias　entre　el］as　parecen　haber　sido　marcadas，　tanto　en　el

sentido　fon6tico　y　morfo16gico　como　sem庄ntico．　Y　he　aquf　la　importancia　de　ver　el

latin　vulgar　como　Madre　de　la　Lengua　Espa蚤01a．・

　　　Ahora，　entre　los白ltimos　tiempos　del　Imperio　y　1a　lnvasi6n　germanica　hubo，

junto　con　el　decaimiento　naciona1，　una　decadencia　en　la　literatura，　y　la　lengua　latina

estaba飽estado　de　caos．　Desde　el　siglo　s6ptimo　en　adelante　algunos（1ue　otros，　sin

contar　a　1os　religiosos　y　sabios，　hablaban　e1　latfn　correctamente．　Es　dedlr，　se　han

lntroducido　en　6！muchos　elementos　de　tipo　vulgar，　y　la　tendencia　6sta　se　supone

haber　aumentado　conspicuamente　en　la　Edad　Media．

　　　Claro　est義que　latin　vulgar　si（lue　hubo　a丘n　en　el　mismo　Imperio，　pues　no　era
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exclusivo　de　Espafia，　y　para　el　estudio　de　esta　habla　vulgar　nunca　hacen　falta

grandes　dificultades，　la　mayor　de　las　cuales　esta　en　que　la　lengua　hablada，　por　su

naturaleza，　no　pasa　a　la　posteridad．　Los　6nicos　datos　que　nos　son　accesibles　son　1os

epita丘os，　que　a　veces　est吾n　escritos　err6neame刀te，　usando　la　lengua　hablada，　o　王a

comparaci6n　con　otros　idiomas　de　la　misma　famUia，　y　por　an益lisis，　saber　algunas

CaraC乞erfStiCaS　qUe　Se　enCUentren　entre　ellOS．

　　En　la　presente　he　tenido　un　gran　atrevimiento，　sin　penser　en　mi　muy　modesto

conocimiento　de　la　lengua，　al　presentar　una　sfntesis　de　los　valiosos　estudios　de　los

grandes　maeStrOs　nacionales　espa養01eS　y　extranjeros．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序

　ローマ帝国のイベリア半島征服は，帝国の最盛期は勿論の事，その崩壊後も，依然として消し

難い文化遺産を残し，やがておこった彼等の云う「野蛮人」ゲルマン族の侵入や，更に長期にわ．

たるアラビア人の占領にも拘らず，此の国の住民に測り知れぬ物質的・精神的支柱を与え続けず

にはおかなかった。それは素晴しい法律制度であり，キリスト教文化であった。そして，かSる

文化を築き上げるに貢献した大きな力が，彼等の言語統一にあっ？こと云っても過言ではあるまい。

か～るが故に，輝かしい文化の伝統を持つラテン語は，今日も尚，その形こそは変っているが，

独りKスパニア本国のみならず，更には申南米諸国に至るまであまねく用いられ，他のmマンス

語と共に，生き続けている事は，我々の熟知しているところであり，従って我々イスパニア語を

学ぶ者にとっては，その母語たるラテン語の研究を行う事は，その言語の正しい理解のために極

めて重要であると信ずる訳である。しかし乍ら，こSで我々の研究対象であるKスパニァ語が，

他のロマンス系の言語同様，いわゆる文学上の言葉，或は書きことばから直接に由って来たもの

ではなくして，実は，帝国の植民地の一つとしてのイスパニアに駐屯していた軍人や，或は行商

人等が使っていたもので，その差異は言語上の各事項にわたり相当なものであった様である事は，

注目すべきである。従って，こSに俗語ラテン語の研究の意義が生じて来る。

　借，帝国の末期からゲルマン民族の侵入期にかけての時代には，帝国の国力の衰退と共に，文

学も衰え，ラテン語は，混乱状態に陥った。7世紀以降になると，もはや正確なラテン語は聖職

者や学者が用いるくらいのもので，それすら往々にして的確さを欠く傾向にあった。っまり，そ

うした古典ラテン語の申に，多分に俗語的な要素が導入された事は事実で，申世に至って，この

傾向が一層激しくなったと想像される。一般に，俗語ラテン語は，ローマ帝国内に於てもあった

事で，殊更イスパニアに限られたものでない事は先にも述べた通りだが，借，俗語ラテン語の研
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究となると，非常に困難な事態に直面しなけれぱならない。それは先づ，該ラテン語が話し言葉

であったと云う事実から，その記録が残っていないのが常であり，たまたま碑文などに間違って

書かれた文からその形を推察したり，類推したり，或は申世の文法学者の観察などを参考にした

り，又は，他のロマンス語と比較して，そこから俗語ラテン語の姿を或る一定の法則を導き出し，

それにより再建すると云う形式をとるしか方法はない。こうした現実を省みつS，本稿では，こ

れまでになされた言語学者の貴重な研究を基礎として，ラテン語に関する貧弱な知識をも省みず，

敢えてその言語の特徴を探ろうと試みた訳である。

　　第一章　母　　　音

　音声学的見地から，先づ注日すべきは，古典ラテン語が母音及び音節の長さに基く量的乃至は

音楽的リズムを有しているに反し，西暦4世紀音から，ロマンス語に本質的な強さのアクセント

に変っていった。つまり質的なものとなったことである。そして，アクセントの変形と共に母音

にも根本的な変化がもたらされた。はじめ，音の長さは音色（timbre）の相違に関係があり，従

って長母音は閉音で短母音は開音叉は半開音だった。この様にして短音白（騒自音）は長音6（閉

音）に近づき，同様のことが￥と否にも生じた。かくて量的な差が次第になくなり，結局俗語

ラテンでは古典ラテンにあっk十箇の母音から次に示す様に七箇に減少している。

　　1　　　　1　　　　e　　　　e　　　　a　　　　a　　　　O　　　　O　　　　U　　　　U　　　　　　　　ee　　　　（℃　　　　au
　　　　・　　　　　　c　　　　　　　●　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　　　　　　　　・　　　　　　　＜　　　　　　　　・

　　vl　　vl　　↓　　vl　　　＼∠　　　　・レ　　↓　　　・レ　　・レ　　　　　・レ　　　vl　　　vl

　　l　　　　l　　　　e　　　　e　　　　　　a　　　　　　o　　　　o　　　U　　　　u　　　　　　　　e　　　　e　　　　au
　　抄　　　　　　　｛　　　　　　　・　　　　　　　＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　．　　　　　　　t　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　＜　　　　　　　　◆

　　yl　　　＼∠　　　、レ　　　　、レ　　　　、1　　　＼4ム／　　　yl　　　　　　slt　　　・レ　　　vi

　　工　　　　　e　　　　e　　　　　a　　　　　o　　　　　　o　　　　u　　　　　　　e　　　e　　　　o
　　，　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

　　vl　　　　vl　　　　↓　　　　vl　　　　yl　　　　　・l　　　　yl　　　　　yl　　　、レ　　　．1’

　　1　　　　　e　　　　　le　　　　　a　　　　　ue　　　　　O　　　　　U　　　　　　　Ie　　　　e　　　　o

　1アクセントのある母音

　上記の表からもわかる通り，イスパニア語では，閉母音の二重母音化現象があるが，この現象

は，イスパニア語独得のもので，他のロマンス語には伺えない。更に，同様の事が，閉母音に於

てさえ行われることがある。俗語ラテンの母音の研究にあたって，我々は，その音と隣接する音

の影纏を充分に考慮しなければならない。少数の例外を除いては，アクセントの位置は，大てい

の場合，古典ラテン語のそれが，Uマンス語でも同じ場所に保持されている。

　　maritu＞marido；quindecim＞qttince；P6P口1u＞pueblo．
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　　　ラテン語では，若し与えられた語の最後から二番目の音節がその性質や位置の関係から長いな

　　ら，この音節にアクセントが置かれ，（virt証e＞virtud），叉該音節が，性質上からも，位置的に

　　も短音節なら最後から三番目にアクセントが置かれた。（arb6re＞4rbol）

　　　§1古典ラテン語のa及び5に対する俗語ラテンのa

　　　a）上記の場合のaは通常アクセントを失うなく保存されている。

　　　　annu＞α励；ad－gratu＞agγαdo；pr6tu＞Pγado；pars，　partem＞加漉；a正a＞ala；P首ter，

　　　　patrem＞PadPte．

　　　b）i（y）がaの直後に来るか或は次の音節からaに引きつけられる場合，a＞eなる現象が

　　生じた。こsから二重母音ei（ey）が生じ，更にカステKリアでは簡素化されてeとなった。

　　（a－i＞e－i＞e－e＞e）。この括孤内の最初の状態は，既に10世紀頃レオンの方言に見られ，（ca－
　　　　A　　　　　　　　n

　　rraria＞carraira），次の段階は今日のガリシアやレオン地方の方言に見られる（carreira）。そ

　　の他1aicus，1aicum＞lego；basium＞beso；sartago，　sartag￥nem＞sarttin；vaika＞vega；

　　sapiat＞s幼αなどを挙げる事が出来るが，この点，隣のポルトガル語では，その申間の形が存在

　　している　（葡Zeigo；beigo）。

　　　c）aの次に来る口蓋子音は母音化してi（y）を生じ，更にeを生じた。（－ACT或は一AX）
／

　　1准ai＞ei＞eの簡素化はch＞ctより早かった。

　　　　factum＞古．西．　fecho＞hecho（cf．葡．　feito）；taxu＞tejo　axis，　axemに対する俗．ラ．

　　　acse（m）〉古．西．　exe＞eje（cf．葡eixo）；lacte＞14㌘＞leclze；basium＞beso．

　　　d）aの次に来るuは，既に古典ラテン語で二重母音が形成されていkものであろうと（causa）

　或いは俗語ラテンでかSる二重母音が生じたものであろうと（amavit＞俗．ラ．amaut），又次の

　　音節に引きつけられ（sapui＞saupi）或はaの次に来る子音の前の1から生じたもの（alter，

　alterum＞a：autro）であろうと，母音aと相互作用（同化）を行い，その結果4スパニア語では

　oとなった。　（aΨU＞o＋u＞o＋o）このoに至る段階の一部は，レオン或は北部ポルトガルに
　　　　　　　　　．　　　　t　　　ζ　　　　t　　　ξ　　　　・

　　見られる二重母音ouである。
　　　　　　　　　　c　t
　　　causa＞cosa（葡及びレオンcousa）；amavit＞amaut＞am6（葡及びレ．　amou；sapui＞

　　　saupi＞古．西．　sope＞s砲θ；habui＞＊haubi＞古・西、　Jzobe＞hzcbe；maura＞moro（葡．　mou－

　　　　　ro）；tauru＞toro　（葡．　touro）

　　§2古典ラテン語の6及びaeに対する俗語ラテンのe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　a）隣接音に作用されないときは，俗語ラテンのアクセントのあるeはieと二重母音化した。

　元来，この際アクセントが二重母音のiの上にあるのかeの上にあるのかこれまでは決定され

　　ていなかった。大ていの説は，既に古代イスパニア語でアクセントがeにあったとするが，それ
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に反対する老も少くない。

　　Caelum＞C髭ZO；邑qUa＞夕egl40；graecu＞9・riegO；mるtum＞miθdO；Septem＞Siθ　te；　Pξltra

　　＞piedra；t6net＞tiene

　b）俗語ラテンのeの次に来る口蓋音はeをeに近づけ，ご童母音化を妨げる。
　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　・

　　sup6rb↓a＞sobeγbia；matξ≡ria＞madera；sed6at＞’teseyat＞sea．
　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜

　次に来る子音の母音化の結果は，その次の子音の口蓋化に大きく作用していると思われる。

　　16ctum＞s’leito（つまりe＋口蓋音y＋yの口蓋化の力を受けたtはぱ或はchに近づく）
　　　　　　　　　．　n

　　lecho；integer，￥nt6grum＞int69rum＞¢財8γo；provectum＞P解OVeCho．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　こ｝1・　lc我々の気づく事はsp邑c口1um＞eespeclum＞esPejoに於ては成る程接近現象がおこった

とは見えるが，v6dilum＜veclum＞viejoではそれがおこっていないことである。俗語テランの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

く

veclumはAppendix　Probiにも見かけられることから，確かにPマンス語発生以前にあった

ものでありspeCulumと同じ現象が生ずるより前の時代に属していた。

　c）アクセントのあるeはieと二重母音化したが，この次に来る音節にi（y）がある場合，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜

e＞iの現象がおこった。
t

　　tdpidum＞㌔iebido＞tiebio＞（二重の口蓋化力により）t’ibio
　　　　　　　　　　　　　　A　　　　へ

同様にしてeの直後の口蓋音1はie＞iei＞iをおこさしめた。
　　　　　　c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　轟

　　sella＞古．西siella＞silla；－611um＞古．西．－iello＞－illo；castellum＞castiella＞castillo

　eの頂前の1はeから二重母音化したieのiのを吸収して口蓋化した。
　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　］さvat＞古．西．　lieva（これは1甑are＞古．西．1evarに対抗している）＞11eva

　d）連続・母音（hiatus）に於てはieはiとなる。

　　D5us＞Dieos＞Dios＞Di6s（後のアクセントの移行により）m6um＞mieo（レオンではまだ

　　通用している）＞mio

　又古代イスパニア語の口蓋破擦音d3のあとでは二重母音のiは次の様な場合，吸収されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
しまった。

　　mu泌rem＞俗．ラ．muli6rem＞古．西．　mUgier＞勿碗グ；a厄num＞の吻o．

　e）ie＋spと来る様な場合，　ieがiとなった。

　v6spera＞viespera＞visPera（アクセントのない，最後から二番目の音節の母音eの存続が稀

な現象である事に注意すべきである）；v6spa＞aviespa（aがついているのは，　abeja＞ap￥cula

の類推によるものだろう）〉α〃煙σ；pr6ssa＞priessa＞priesa及びPtisa．

　上記の現象は，舌の位置を上げて気室を狭めた一これはsp，　stの音を出すに必要な動作で

あるが一結果ieのeが高められ，　iに近づき，　iとなったと見られる。
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　§3　ラテン語のe，￥，ceから来た俗・ラ．のg　　　　　　　　’

　a）次に来る音の影響のない時は，俗語ラテンのgはイスパニア語にそのまS残った。

　　seta＞seda；plenum＞lleno；cibum＞ceb・；bibit＞bebe；P・ena＞・pena；f・edum＞feo

b）次に来る融⑰口蓋要素はeをi｛故近させる・通常この口蓋化要素＠｝＆・4スパニァ

語句に残り，常にその力を行使している。

　　c§rξ≡um＞ciγio；vitreum＞vidriO

　二番目のiは，干渉する子音を失うことによって同様の効を奏し，残存することSなる。
　　　　　　A
　　l￥mp￥dum＞limpio

　口蓋化要素がイスパニア語では残らないときは，一般にeが存続する。i（e＝iであるが）は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　fi　　　　　　o

eの直後に来るときはそれに吸収される。若しそれか，他の子音によって分離されているときは，

その子音の口蓋化に，その力が消費されるかに見える。そこで又，口蓋子音から出たiはeを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
侵す事がない。

　　corrYg￥a＞＊correia　（correya）＞coγγeα；dRssidium＞＊desseyo＞deseo；tristitia＞tristeza
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

（又一般に一itiaで終る抽象名詞はたいてい一ezaとなる）；cons￥1￥um＞consejo；parlc切urn

eparRclumを経て）＞Parejo；rCgula＞γ砂α；tCctum＞彪c力o；str￥ctum＞estγecho；s￥9num＞

S頭0；lignum＞1ε励

　d）連続母音の場合，俗語ラテンのeはiとなった。

　　一巨a（habebam＞＊habea＞ゐab》a；deb巨bam＞＊debea＞debia

　e）語尾のアクセントのないiがeに働きかけ，それを川こ近いものとした。そして語尾の1

は後eとなった。

　　v6n元＞vini＞vine；fるci＞古．西．　fizi＞fize＞hice

　§4　ラテン語のiに対する俗語ラテンのi

　俗語ラテンの輌はイスパニア語に依然残っている。

　　ficum＞Jzigo；lis，　iltem＞lid；vite＞vid；flliu＞higo；scriptu＞escrito；1itigat＞lidia

　§5ラテン語のδに対する俗語ラテンのo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　a）アクセントのある俗語ラテンのgは，それを妨げる外的要素のないときは，イスパニア語

では二重母音ueを生ぜしめる。で，その前身はuoだが，それは尚方言とか，姉妹語たるイタ

リー語に存在する。たとえばpuode，　avuola，　tuorto，　fuorosなどは西部アストゥリアで使わ

れている。カスティリア語のueは11世紀頃にすでに現れている。尤も］2世紀のPoema　del

Cidにu6が依然として韻にふまれている湯合もあるが（fuort，　Huosca）これは，実際この詩
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が，カステKリア地方で書かれたものでない事による。その後一ueなる形は一般化した。

　　fδcum＞μρ90；mors，　mOrtuum＞mscerle；colloco＞C2telgO；bonum＞bUeno；rota＞

　　rtieda；ovum＞hNevO；nove＞ntieve；6rph5nu＞h7igPtfanO

　こうした6の二重母音化は4スパニア語の特色だがこれは他のロマンス語にこれがないからと

云うのではなく，その中に含まれている細部の特徴によるものである。因みにフランス語もイタ

リーも二童母音化するにはするが，只6を自由な音節でのみ二重母音化し，Positio　debilisで

は行わないところにイスパニア語との相違がある。prδba＞古．仏．　prouve＞11世糸己prueve＞13

世紀P汐euve．（この場合イタリー語ではPraOVaで，第一の段階）。しかし次の様な場合もある。

　　Pδrta＞仏poγte，伊poγta，西餌θ酩；c611um＞仏col，伊collo，西cMe／／o

　b）一般に口蓋音が次に来る時は，その起源がどうであろうと俗語ラテンのoをoに近づけ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t　　　　　　　・

イスパニア語における二童母音化を妨げる。

　　h6die＊俗．ラ．hoye＞lzay；p6d￥um＞Pqyo；nox，　n6ctem＞noche，　coxo，俗ラ・＊coxum
　　　　　　　　　　　

～

　　〉古・西、coxo（つまりco§oで口蓋化されたsを持つ）〉ε励o；f61iUmの中性複数f61￥a

　　＞抗加；6cUlum＞ojo；spo！ium＞despojo；molliat＞wtOja

　古代4スパニア語のfuerga＞ftterza〈f6r｛zVaの場合などでは美の力がその破擦音に食われて

poyo，　nocheの場合とかに見られた永続的な口蓋音がなくなった。或は此の例で我々はfuerte

の類推を見るのだと云えるかも知れない。口蓋音もnと～しょにある時は明らかに二重母音化

を妨げない。

　　16nge＞ltteite（これにはluengoの影紗があるらしい），　Sax6n￥a＞Sαフ2s2z碗α；Gase6nra

　　＞古．西．Gase6飴＞GaSCttita；Sδmnlum＞s2z碗∂（しかしこれにはラテン語のsOmnumの

影響がある）

　c）或る場合に於ては，古代Kスパニア語で一ueが発達し，やがてeに移行した。或る例に

於てはその理由の明確でないものもある。若しueに先行或いは後行する唇音の結合がある場合

前記の縮少は唇音uの異化によるものであろう。又，若し二箇の子音グル’一’プがueに先行し
　　　　　　　　　A

一音節を作っている場合はその消失は三つもの子音の結合の結果発音の出来にくSなるのを避け

るためであろう。何故ならU自身が子音的価値を持っているのだから。
　　　　　　　　　　　　　　百
　　frons，　fr6ntem＞］4世紀fruente＞frente；fi6ccum＞fiueco＞ガθoo；c6猶bra＞＊c516bra＞

　　culuebra＞Cμlebグa．

　若しueを含む単語がアクセントを持tず，次1こ来る単語と一しょになった時ueはeに縮

少されたものと見られる。

　　hostem　antiquam＞（h）uest　antlqua＞estantigzea；P6st十　eeaur￥culum＞puestorejo＞
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　　Pestrejo

　d）或る種の語では二重の形で発展している。その文章的機能がその発展上の差異を説明して

いる。若しアクセントのある時（この時はアクセントの意味が一周強く，一属文法上の意義を持

つ），それらは二重母音化した。で若しそれがアクセントのない単音綴の形でアクセントのある

語の前に置かれた場合には二重’母音化しなかった。又最も普通な現象は鼻音十子音がOを閉音

にするに大きな役割を果している事である。

　　d6minum＞4μ碗o〔しかしdon　Juanなどprocliticoの時はdon（＞lat．　d6mtne）〕，

　　comes，　c6mYtem＞cuende，しかしConde　Fernan　Gonz41ezの場合などはcondeであ

　　る。後cuendeは先述のcondeが頻繁に用いられる様になったsめ，消え去っていった。

　　fons，　f6ntem＞プfecente（しかし地名にはfonteが残っている；Fontefrida）；pons，　p6n－

　　tem）＞Puente（しかし他の語と結合して地名となった時はPontevedra）；homo，　h6m￥nem

　　＞初期イスパニア語uemneだがこれは独立している時でproclfticoの位置にあるときは

　　omnes　de　Burgosの様に使われた。このomneはやがて凡ゆる場合に用いられる様にな

　　った（こ～からhombreが生じている）

　§6　ラテン語の6，ifに対する俗．ラ．のo及びau

　a）び若し隣接する子音の狭めようとする力がない時は俗．ラ．のo及び泣はカステKリア語で

はoとなった。

　　h6ra＞hoPta；1口tum＞loao；mUsca＞mosca；n6men＞クiombγe；t6tu＞todo；v6ce＞vo2；

　　v6tum，　P1．　vδta＞boda

　b）俗．ラ．の二重母音auは古．ラ．のauに相当するものだが，カスティリア語ではoとな

った。しかしこれは後期に至ってからの現象である。　（§1・d）を参照されたい）明らかに，au

のU（価値的には半子音）は，長らくの間，その次に来る子音を母音間の子音としての取り扱い

を受ける事を妨げた。そこで若したとえその子音が無声音だっても有声化しなかった。

　　aurum＞oro；cautum＞cotO；sapuit＞㌔aupit＞古．西．　sopo＞supO

カスティリア語でauの残っているのは後に至って習得し発達せしめたものらしい。

　　cauSa＞CaeeSa；captivum＞Cautivo；actum＞auto

　c）先行或いは後行する口蓋化の要素は，それが本来のものであろうと派生したものであろう

と（tの前の1又はcから来たi；gnから来た薮にある口蓋的要素等）oをUに近づけた。（§5

b）を参照されたい）

　　拍gun＞yztgo；c6glto＞：俗．ラ．　coylto，　coyeto＞cuido；fUg￥a＞俗．ラ．xfoyo＞1zuYo；ardio＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　．

　　urdo；trttcta＞＊truita＞tτtzcka；王口cta＞IZtcha；m甑Um＞＊muito＞”iucho（muyでは二言母音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a
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　　になっている）；vδ1tur，　Wlturem＞’x’vultre＞bZtitre（こSでiの存続しているのは，これ

　　がtに侵される事がなかった他に，tの次に更に子音があることから，口蓋化が妨げられた

　　からである）；pUgnum＞」吻zo；cineum＞cuno；autumnum＞otovlo；磁b6um＞reebio；

　　pl口via＞llttvia；tUrb￥dum＞＊torbio＞t・i“・biO．

　cl，　U，　tiの結合はoに影纏しなかった。それらの持つ口蓋化力は1及びtの上に及ぶに運
　　　　a　　　　A

ぎなかった。

　　g6ntid（Vu）正um＞万党励（又一般に縮少を意味する接尾語一□c（口）lumは一〇joとなった）

　　P口t6um＞POZO

　§7　ラテン語の亘に対する俗．ラ．のuはカスティリア語に残る事となった。

　　m口tum＞mudo；ftmum＞humo；sUcidu＞szecio；fgtUrum＞fztturo；ac就u＞α幽40；c即a

　　＞cuba．

　II　アクセントのない母音

　アクセントのある母音は，既に見た様に常｝乙維持されていたばかりでなく，更には他の母音を

も併せ持っ程（二重母音化）強力なものだったが，アクセントのない母音は維持され難いばかり

でなく，たとえ維持されてもアクセントのある母音程変化に富むものではなかった。アクセント

のない・母音の歴史は，それが語頭乃至は最初の音節にあるか或いは語申か又は語尾にあるかによ

って異っている。最初の位置にあっては大ていの場合は保持されているが，中間乃至は語尾にあっ

ては消えることがある。カスティリア語ではeとeがeになり，oとoが，アクセントのな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　t

い時はoになったので，我々はイスパニア語の母音を取扱うときはa，e，　i，　o，　uの五つだけで

ある（カスティリア譜でoとなった俗．ラ．のauの他に）。・最後の位置では，それらは三っに縮

少された（a，e，　o），と云うのはiは初期に於てeと銅き，叉，ラテン語の5から来たuは

俗語ラテンでは殆んど存在しをかったから。更にアクセントのある音節の硬口蓋母音eとi，軟

口蓋母音oとuとはお互に区別がつかず，16世紀に於ても文書にはこの混合が伺われる　（va－

nedad，　envernar，　escrebir，　abondar，　roido，　cubrir）。只母音aだけはアクセントがなくとも

何処にも維持されたが，その他のアクセントのない母音の運命は先にも述べた通り，その位置に

より決定される。

　A　語頭の位置

　§1a

　a）次に来る口蓋音或は唇音に影響されない限りaは存続した。

　　＊ann磁c首lu（annusからの派生語）〉α籏ηo；caballum＞caballo；1abor，　Iaborem＞1abor
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　b）次に来るi又はuの影響で，アクセントのあるaの場・合同様e叉はoとなった。
　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　a

　　　altarium＞Otero（意味は違っている）；autumnum＞磁0髭0；jactare＞eChaγ；habuimOS＞

　　　hobimos＞1z2ebi・rnos；mans￥6nem＞俗．ラ．’masionem＞＊maison＞nzes6n；maxilla＞me－

　　　xi11a＞Mej“illa；sapuimus＞古．西sopimos　Sespimos；㍉ariδ1a＞古・西・veruela・ここで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　At　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fi

　　　uの閤音的性質から＞viruela．

　c）同化，異化，本当の或は見かけ上の接頭語等がaをeにすることがある。

　　　abscond6re，俗．ラ．＊ascond苗e＞古．西．　asconder．ここで接頭辞ex一の影響により西

　　esco？zdeγ；俗．ラ＊an巨th泣um＞＊anedlo＞古．西．　aneldo，ここで同化にょりeneldo；a（u）s－

　　cultare＞古．酉．　ascuchar＞escuchar；farr5gine＞herrtinは異化現象

　§2e

　b）次1こ来るアクセントのある音節のi或はuにより狭められない限りeは残っている。

　　legumen＞iegumbre；Praeco，　praec6nem＞カreg6sc；俗．ラ．　s￥miliare＞se？7iej　a？z；

　　seniore＞seftor．

　b）次に来るアクセントの音節の1の影響によりeがiと狭められる現象は同じ状況下に於
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

けるoがuに狭まったと同様でイスパニヤ語の特徴でもある。特に動詞にこれが甚だしい。

　　semOntem＞Simiente；pre（he）usionem＞presion＞priSi6X；serviamus＞SirvaMOS；

　　seyvfverunt＞servieron＞sirvierOn；servi6ndum＞serviendo＞sir・viendo．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩

　c）uによる狭めは余り多くない。
　　　n

　　aegualem＞古．西．　egua1＞i．．tea・1；俗．ラ．mrn品re＞古．西．　menguarと同時にmingttar
　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt

　　　しカ〉し前者だけが残った）

d）この他のeの変化は隣接のrの曖昧化や外国譜からの借用語等の様な特別な状況による

ものと見られる。

　　vervactum＞barbecho（e＞aはrの影響によると見るよりも，次に来る・母音への同化の結

　　果と考えられる。si正vaticam＞sα1v卿je（古．仏，　salvageの影響）bilance＞baganza；aera－

　　men＞alambre；versura（verrere　r掃く」から来た）＞bαrrer；c￥vXtate＞cizsdad

§3i

a）iは通常存続した。

　　titio，　titi6nern＞t・i26n；rapsr￥a＞γ必07α；1imitare＞1indas；hibernu＞i　2VeMo

b）しかし，次に来るアクセントのあるiからの異化によりeとなる事もある。

　　vicinum＞vizino（cf．　ptg．　vizinho）〉古．西．　vezino＞vecino；dfc6re，俗．ラ．　dicire＞

　　dizir＞古．西．　dezir＞西．　decir；rid巨re．俗．ラ．　ridire＞古．西．　riir＞Pte2r
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　　§40

　a）先行し或は次に来る何らの力により狭められない限りoは（俗．ラ．auから来た4スパニ

ア語のOをも含めて）そのまS残った。

　　　c6rticea＞coγteza；dom￥niare＞δoタπε髭αγ；s首perbia＞sobeγbia；n6m￥nare＞nombrar；

　　　c6r6na＞oorona；suspecta＞sospecka；aur￥c並la＞ofeja；pausare＞’posaγ

　b）先行する口蓋音の結果としてoがuに変る事がある。一般にこの変化はeがiに変わ

るよりも一層頻繁である。

　　　俗．ラ．j6c5re＞古．西logar）≧グ2zg訂；c6161ra＞culuebra＞culebra；1δcare＞古．西．10gar＞

　　　12egaグ；cognatu＞czr元adO；t6rc並1are＞tγuj　al

　c）次に来るi或はuはoをuに狭めた。
　　　　　　　　　　　今　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　mo脱rem＞古．西．　mugier＞2タ旬砂；c6gnatum＞cufiado；doてm元verun亡＞dormieron＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　dzermie？’on；d6rmiamus＞duγmamos；d6rmi5ndum＞duγmiendo．

　d）アクセントのあるoからの異化により語の最初の音節にあるoは特に隣接するにrより

暖昧にされるとeになる事が出来る。

　　　form6sum＞heγmoso；rot6ndum＞rodondo＞Tediondo；h6r616giu＞仏、　horloge＞ro－

　　　loz（z＝仏のeの前の」又はg）〉古．西．　relox＞グeloj

　§5u

　a）俗ラ．Uはイスパニア語でも保持せられた。

　　　matare＞mudαγ；1ana，1unam＞luna；dUritia＞dttγeza；s亘dare＞sudgγ；c亘rare＞cuγaγ

　B　語中の位置

　§1最後から三番目の音節にアクセントがある語の，最後から二番目のアクセントのない音

節の母音（vocal　post6nica）

　a）上記の場合，若しその母音がaでないか．或いは次に子音との結合がない時には，一般に

消失した。既に古典作家の中にも，ca1idusの代りにcaldoを用いたり，　Plautoの様にdomi－

nUSの代りにdomnUSを用いた者もある。

　　　com￥tem＞cuendeとconde；正6pOnem＞9・iebre；c6mp就um＞cuento；solidus＞stteZdo

　或る場合には母音聞の無声子音が有声化しなかったため脱落は既に俗語ラテン語で起ってい

る。

　　　posltum俗．ラ．postum＞Puesto；r6puto俗．ラ．＊repto＞γ・ieto
　　　　　　　　　　　　　　　　c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　b）aだけはあらゆる場合に保存されたようである。
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　　　an哀tem＞6nade；raph蚤num＞γ〔をろζzフ20；orph遂num＞hu6rfano；sabana＞s4ba7・m

　　c）又，子音が重り合って一度に発音出来ないと云う不都合な場合を生ぜしめないために，たと

え条件は§1であっても，母音の残った場合がある。

　　　lacrima＞磁g万勿α（この場合，原則として期待されるのはiではなくてeでeelagrema

　　　である）；h6sprtem＞力擁砂ε4

　　しかし中には，後期に至って学習した結果生じたものも少くなく，次の場合などそうである。

　　　arb6re＞arbOl；calfce＞Cft／iz；cerpitem＞ceSped；j口v己ne＞プO・Ven；ori　ginem＞Origen

　　§3一語申，主なアクセントと第二次のアクセントの間にあるアクセントのない母音。

a）母音aを除いては，上記の場合全部消失した。

　　　catenatum＞古．西．　cafiado＞candado；comitatum＞condado；ma16dico＞maldigo；ho－

　　　n6rare＞honraγ；septlmana＞古．西．　sedmana＞semana；temporaneum＞＊temp6ranu

　　　＞lemprano；verecundia＞vergun（iia＞veγgiZema．

　　尚アクセントのある音節の前に一つ以上の母音があるときは，アクセントに最も近い母音が消

えた。

　　　v｛cin↓tatem＞veCindad；lng6n6rare＞eカgendグaγ；rectip6rare＞TeCObγaγ

　　b）§1の場合同様aはそのま＼残存した。

　　　paradlsum＞・paγdTSo；calamξ≡11um＞cafamillo；＊rheumaticthrm＞roMadiZo

　C　語尾の位置

　§1俗語ラテンのa及びoは存続した。

　　　amat＞ama；amicam＞amiga：arma＞a？ma；amo＞砺20；lego＞leO；quand6＞cμando；

　　　tempus＞tiempO；poetam＞pOeta．

　只，こsで例外としてaと次に来る母音iとの閥の相互同化現象によってa＞eとなる場合

があう，中世のイスパニア語にもこれは多かった。直説法半過去の語尾一fa等が初期のイスパ

ニア語では一ieに変った他，所有形容詞のmie，　tue，　sueなども挙げるべきであろう。

　叉，oの脱落，或はその代りに何かの母音が現われたりするのは，文章論上の理由（proclisis）

によるものでその語自身が有する音韻上の理由によるものではない。

　　　6nge1，　ap6stol，　don，　muy，　primer，　san，　seggn，　etc．

　§2e

　a）俗語ラテンのe，e及びiは皆eとなり，それは叉それに先行する子音が最後の音節の一
　　　　　　　　　　　　　、　　　ξ　　　　　　　　　　●

部である時は膜落した。かくてd，1，n，　r，　s，　zの後ではeは脱落した。しかしeの陵落はユ0
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世紀頃まではまだ一般化されていなかった。，叉難語としては依然eが保存された（sede，　sacer－

dote，6nice，　clem6tide，　paraselene等）。尚15－16世紀までfelice，　infelice，　falace，　fenice

等が用いられていた。

　　civitatem＞cinda4（〉古・西・gibdat）；mare＞maγ；mensam，　eemese＞mes；panem＞

　　pan；rete＞red；vl正em＞vil；vlcem＞vez；prsCem＞peZ

　動詞の変化形では，現代語は，初期のイスパニア語が時折落していたeを復活させた。

　　valet＞古．西．　val＞vale；dlc￥t＞古‘．西．　diz＞dice；fξ≡ci＞古．西．丘zi，丘ize，　fiz＞hice．

　b）子音との結合の後或はb，v，1i，　rr，　x（」）の後ではeは支えの母音として残っている。

　　amab①正em＞αmable；bibit＞bebe；axem＞exe＞eje；clavem＞11ave；f611em＞f2eelle；

　　habiji＞古．西．　ovi，　ove＞lzttbe；trabem＞trabem＞t7abe；t口rrem＞toγγe；＊und（e）c麺〉

　　古．西．ouze〈once

　c）連続母音（hiato）にある最後のeはy（i）になる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　　regem俗．ラ．＊reye＞ree＞rey；b6vem俗．ラ．　b6em＞buee＞bzeey
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　第二章　子　　音
　イスパニア語へと移ったラテン語の子音の運命は，他の言語に於て見られる一般的言語現象の

他に，特にそれが語頭にあるか語中か或は語尾にあるかによって決定されていた。そして概して

語頭の位置ではfを除いて，皆，ラテン語の時代のまs保存されており，中間の位置では，それ

を狭む前後音の状況によって，やがて次にも述べる如く或る程度変化している。例えば無声音が

有声化したり，有声子音のあるものは消失するなどがそれである。語尾の子音は格変化或は活用

形に於て弱められる場合が多く，従って一般に消失する傾向にあった。

　　A　語頭の位置

　a）9t－一の破裂音は，それが唇音（p，　b）であろうと，歯音（t，　d）であろうと咽頭音（a，　o，

uの前のc，g）であろうと，何れも変らず保存された。

　　pater，　patrem＞pad〆e；bibit＞bebe；tectum＞techo；dentem＞diefz　te；colorem＞coloγ；

　　guiam＞gufa；bonum＞bueno；bl￥tum＞bledo

　又子音rが次に来る場合も存続した。

　　braca＞bragas；brutus＞brutO；credo＞creO；crucem＞crzez；draconem＞drag6n；

　　praesunt＞preSente；tramam＞どrama；t蹴icum＞励gO

　稀には古典ラテン語の語頭のc（a，o，　u又はrの前の）はイスパニア語では有声化した。
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　　　cattUm＞gato；crEta＞9γeda

　叉Vをbの如くに発音する傾向が，俗語ラテンでは多くなってきた。つまり上記両子音の発

音の性烙が相互に接近してきた。

　　verrere＞barrer；vermiculu＞bermejO；vota（votumの複数形）＞boda

　b）古典ラテン語に於ける語頭の子音1，r，　m，　n，s，　vはイスパニア語では保存された。

　　Iacttna＞lageena；16pOre＞liebre；rota＞r2eeda；rad三ce＞rai2；multum＞meccho；mutilu

　　＞mocho；nOVUm＞概⑳0；Seta＞S8da；SUmmariU＞SOmeγ0

　尚語頭のsは，8世紀頃からアラビヤ式に発音される様になり（5〕（正字法上はxと書かれ

た）こSから現代イスパニア語の」が生じた。

　　sapδnem＞xabon＞元αb6n；sucu＞xugo＞ゾjugo；sepla＞元功どεz　　　　　　　　n

　c）ラテン語の発音に於けるhは実際何の意味もないが，俗音ラテン語では全く無価値で屡々

省略された（aven，　ombre，　onor，　erederoなど）。後語源学的な反省から語頭のhが復活され

た。

　d）ラテン語のfの発音はイスパニアに於ては］5世紀頃まで残ったが，その後は～般に母音前

で無気音となり，現代イスパニア語でもhの字は書かれてはいるが全然発音されない。叉一uer

又は一ierの前では唇歯音となった。

　　fabulare＞古．西．　fablar＞hab王ar＞（lz）ablaγ（hは事実上発音されない）fo王ia＞foja＞（lz）ofa

　　fol］icare＞folgar＞（h）oZgar；factum＞fecho＞（h）echo；ferrum＞hierro；ficum＞hige

　e）咽頭音c，gは一般に保存されたがe，　iの前では多少変化が生じている。既に，俗語ラテ

ンでは此の9はy（i）になった。
　　　　　　　　　　　A
　　germanu＞古’西．　ermano＞heグmanO；genesta＞万励θぴα；gela）e＞古．西．　elar＞helar

　£）アクセントのない音節では俗語ラテンのyはe，iの前で消失した。

　　germanum＞iermano＞ermano＞hermano（但しこの場合のhは元来g自身とは直接の

　　関係はない）；jactare＞＊iechar＞echaγ

　アクセントのある音節に於てはyはe，i及びa，　uの前で存続した。

　　gypsum＞ツeSO；jaCet＞PtaCe；jam＞yα；jugum＞ツzzgO

　6の前ではyは存続した。

　　　ノ　　96n邑rum＞＊yierno＞鐸勿o；gemma＞＊yiema＞・yema；9邑1u＞＊yielo＞古．西yelo＞hielo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fi

　g）数多くの場合について云える事だが，俗語ラテンのyはa或は後方母音o，uの前で」（dz）

となった様でこれから現代の軟口蓋音」〔x）が来ているが，これはアクセントの有無にかtsわら

ず行われた。
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　　jam　magis＞jaMftS；di口mata＞ブOr7Zada；蝉viS＞元eCeVeS；j6CUm＞・jWege；」口nCUm＞元2e7・ZCO；

　　jUv6nem＞ブoven；jurtum＞・jecsto；judicium＞プeciCiO

　h）e（ae，　oe）及びiの前で，　cは既に古典ラテン語時1代の後期に破擦音化しはじめたと思わ

れる。初期のイスパニア語では無声破擦子音ts（gと書かれた）となった。

　　ce・a＞gera＞Cera：c6ntum＞gient・＞Ciento；・aelum＞91・1・＞ci・1・；・・ena＞gena＞Cef・α；

　　civit巨tem＞gibdad＞ciitdad

　i）p1，　fi，　clの結合は口蓋化され，11と書かれているがこれはラテン語のllも亦口蓋化され

た結果であると見られる。古代イスパニア語の初期，この口蓋化された音は只の1だけで書き表

されていた。1の場合には口蓋化の力は明白である。p1，　Hの場合では1正になるまでの中間の

過程を推定する事が可能である。しかし1それ自身，その最初の結合時に於て口蓋化的性質を有

していたとも考えられる。たとえはイタリー語のpiano，　fiammaがラテン語のplanum，　fia－

mmaから来ている事を見れば，理解し易いであろう。

　　Planum＞llano（planoもあるが，これについては次項参照）；plorare＞ZloPtar；plenum＞

Hamma＞llama；clamare＞11amar；clavem＞llave（claveもある）。

　然しpl，　fi，　clが口蓋化された1川こなると云う規則には沢山の例外がある。その中の幾らか

は明らかに習得したものであり，又それらが比較的後代になって借用されたものであると云う事

実にもよる。

　　planta＞’Planta；plac￥tum＞ガα20；fiaccum＞吻co；flos，　florem）泥oグ；clarum＞claro

　fiの場合に於ては口蓋化された1（11）が或る場合に発展して後になった様である。

　　fiaCC↓dum＞1αcio；FlammUla＞LaMbla，　Lambrα

　j）全く通常の用法では，語頭のglはli（口蓋化された1）の段階を経ず，すぐ様1となっ

た様である。

　　俗．ラ．＊gli6nem（ラ．glis）＞liT6n；glattlre＞1atir；俗．ラ．＊glandinem（ラ．glans）＞lafzdre

　語頭のg正を残しているKスパニア語は後に至って習得されたものか，半習得されたものであ

る。

　k）語頭のquはアクセントのあるaの前ではcuとなって残っている。

　　quando＞cua’n40；qualem＞c2dal；quattuor＞cttαtTo

　a及びoの前のアクセントのない位置ではquはその唇音uを失いk（c）となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩
　　quattuordecim＞catoγoe；俗．ラ．＊quemo（アクセントなし）＞aomo；quasi＞casi；quan－

　　titatem＞cantidad

　e，iの前でquはその唇音uを規則的に失った。
　　　　　　　　　　　　　　　A
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　　　qui＞古．西．　qui（〔ki〕と多き音する，又quのuはe，　iの前では無音である）＞qae；qu6n

　　　＞qμien；quindecim＞qscion・ce；quletus＞9励ε加．　quaero，俗．ラ．＊quero＞qlCiero；qu豆nque

　　　は俗，ラ．で既にuを失い＊cinqueとなっていた。そこからcinco．
　　　　　　　　　　　　　A

　l）s÷子音ではじまるラテン語の語漿は一切接頭語eをつけた（元来，古．西．ではであった）。

　　　scrib・＞escrib・；sch・la＞escuela；sp・nsus＞esp・s・；statum＞εs励・

　　　B　語中の位置

　a）先づ母音間の位置では負氏声破裂音p，t，　c（a，　o，　u）は，単独で存在する場合はb，　d，　gと

有声化し，二重である時は依然無声だがそれが単音となる。この傾向は既にイスパニア語では古

典ラテン語にさえ見られるもので，たとえば第2世紀頃の作品にはimudavit（immutavitの《愈

りに），celtigum（celtiainの代「）　1・4）eglesia（ecclesiaの代りに），　lebra（lapramの代りに）

などの語が伺われる。

　　　sep6re，俗．ラ．　’t　sap§re＞Sabeγ；vita＞vi4a；metu＞miedO；pacat＞paga；securum＞

　　　SegecrO；cuculla＞009砿α；c↓P輿＞CepO；cattum＞gatO；pratu＞’PtadO；cepulla＞CebOIIa

　　　lupum＞IObO；sagitta＞Saeta；gutta＞gOta；r亘ttere＞Meter；captare＞＊cattare＞εα劫γ；

　　　1PS＞esse＞ese

　rに後行される無声破裂音’は有声化した。

　　　capra＞cabγa；matrem＞madγe；sacratum＞sagプado

　母音閥及びaの前ではquの結合はgと有声化された。

　　　aqua＞α8泌；aequalem＞igasal

　他の母音の前ではq（k）はgと有声化されたがuは失われた。只文字上はUはe，iの前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n

では保存された。

　　aliquot＞α色o；sequor俗．ラ．：Fseguo＞sigO；seguf，俗．ラ．segulre＞segztiγ；aliquen＞

　　　aigesie　z

　e，i閻ではquは有声化されず〔k〕と発音された。

　　　aeguipum＞e（？zsiPO；aequinOX＞eqesi720x

これはむしろ新語用法であろう。

　現代カスティリア語ではpから来たbはラテン語のbに相当するv，bと区別のつかぬ両

唇摩擦音である。しかしm叉はnの後ではb及びvの音は両唇破裏音のbとなる。現代の

dはその出所がどこであろうとも摩擦音としての価値を持つ様になった。通常の発音及び時には

洗練された発音に於てすらdは語閥及び語況の位隠では消グミする傾何がある。
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　　　solidatus＞soldado＞so躍αo；civitatem＞ciecdvd＞ci　zdft

　i叉はU（つまり半子音）が無声破裂音に続く時は有声化は起らなかった。
　　　A　　　　　　　　　　　　　　　A

　　sapiat＞sePa；sapui＞古．西．　sope＞sz4）e

　b）母音間ではラテン語の有声子音b，d，　gは大体に於てb及びdに若干の変化はあるが保

存された。が消失した場合も幾らかある。ラテン語のbは両唇摩擦音となり，ラテン語の母音

間のvから来たイスパニア語のbと同価値を持っている。古代イスパニア語ではv（u）の綴

字力ぷ洋〉了ごった。

　　probare＞古．西．　provar＞Proba？’；blb｛≡re，俗．ラ．＊b￥bere＞古．西．　bever＞beber；n6vum

　　＞neceVO

　一方ではラテン語のvが1の後で消失したがbは両唇摩擦音として残った。しかし先行す

る唇母音o，uの後でbは消失し得た。

　　r至vum＞rio；口bi＞＊9t（e）〉＊ou＞古．西o→do（＞de　ubV）＞donde；stibifndare＞sendaγ；

　　　＊s首b口mbrarium＞somq　re　ro

　母音閥のdは大ていの場合消失したが例外としてsudar，　sudor，　nido，　nudo，　crudoなど

があるが，これは恐らくcultismoによるものであろう。

　c）鼻音及び流音は残存した。

　　ramUm＞ramO；pOena＞pena；pYIUm＞pelO；parare＞・paグaグ

　mmは例によってmと単純化したのにnn及びllは口蓋化し，　rrは顔音として発音され

る様になった。

　　flamma＞llama；annum＞蕗o；callem＞caZlθ；f611em＞ノzaelle；p61！um＞＊pielle＞ψ花1；

　　　carrUm＞caγグ0

　後代になってラテン語から或いは他の言語から採用した語ではnn及び11は時折nd，　ldと

なった。

　d）ラテン語の無声子音sはカスティリア語で有声化された。この有声音（通則として古代イ

スパニア語ではsと書かれていた）は再び16世紀には無声化された。

　　usum＞古．西．　USO〔UZO〕＞USO

　ラテン語の無声子音SSは古代イスパニア語でもSSのまSで残り現在はSと書かれている。

　　amav￥ssem，　amassem＞古．西．　amasse＞amase；P迫ssa＞priersa＞PγieSa，　P　risα

　nsなる結合字は極く普通の用法ではsとなった。

　　m頭ses＞meses；pensare＞俗．ラ．＊pesare＞カesaγ
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　　C　語尾の位置

　名詞に関して云うなれば，ロマンス語の発達はラテン語の対格（目的格）を基調としているが

故に，最初は申性の複数を除いて必らず語尾に子音を有していたが，俗語ラテン語に於ては必ら

ずしも発音されなかった様である。

　a）s，n，　r

　sは，名詞では複数のしるしとして，叉動詞の変化した形として残っている。

　　cauSaS＞COSaS；amas＞amas；minuS＞menOS；mag三S，俗．ラ．max〔maks〕＞m4s；

　　sex〔seks）＞seis

　nは極く稀にしか語尾に残らなかった。

　　rn＞en；non＞non（この形から文章論的理由により今日のnoになった）

　語尾のrが俗語ラテンでどうだったかを明確に知る事はむつかしい。我々は古典ラテン語の

pr◎（しかし合成語の時はpor－）に対する俗語ラテンのporを想像する事が出来るがそこから

カステ／ijア語のporが生じている。古典ラテン語のquattuor，　semperの代りに我々は俗語

ラテンの＊quattor◎，＊sempereを想像する事が出来る。これからイスパニア語のcuatro，　siem－

preが来ている。

　　　　b）　t，　nt，　st

　これらの子音は主として動詞の人称変化と関連して重要性を有している。

　先づ最初にtは消失する運命にあった。

　　amat＞ama；scrlbet＞eSCribe；aut＞0；caput＞CabO

　ntはnとなった。

　　amant＞aman；semt＞SOn；dormiunt＞duermen

　stはsとなった。

　　est＞es；post≧Peces及びアクセントのないpos（en　pos　de）

　c）m

　アクセントのない最後の音節では消失した。古典ラテン語の名詞の大部分は単数の対格の形が

mで終っている。

　　filium＞妬0；amicum＞amigo；poetam＞poetam＞カ0¢Zα

　単音節の語に於ては，語尾のmはnとなった。

　　qu6m＞qscien；cifm＞con；tam＞tan

　古典ラテン語のsumは，一見s◎nとなりそうなものだが，直説法第一人称単数現紘に於け
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る他の動詞の語尾が大てい0である事実に影響され，更に第三人称複数現在の形頭nt＞sonと

区別しようとするところから，初期のイスパニア語に於てはsoが生じ，更に現代のsoyとな

つた。

　　d）1，d，　c

　　アクセントのある音節1こ於ける1の場合は明確なものではない。しかし～般にアクセントのな

い音節の場合だけ，1は消失した様である。換言すれば単音節の1は存続した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　fee＞厄ε1；me1＞miel，　in－simul，俗．ラ．＊in語m猷〉古．西．　ensemble

　　最後のdは一般に失われたが，極めて曖昧な場合もあった。

　　　　ad＞a；qu↓d＞que；mercede＞古，西．　merc6＞merced（－ote，－uteなどのtから来た多音

　　　　節の抽象名詞の語尾一dの多い事に影響された結果である）

　　cは失われた。

　　　ad－iUac＞all6；nec＞ni；eccum，俗．ラ．＊accu十hic＞aqu2
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